
 

海外取引の与信管理と債権回収 
 

【開催主旨】 

本セミナーでは、信用調査レポートを読むポイント、与信管理の注意点、債権保全策など海外取引における与

信管理や債権回収の基本的な実務を解説します。実務経験豊富な講師が、法律や理論ではなく、実務に役立つ知

識やノウハウを中心に展開していきます。 

◆日 時：2016 年 6 月 7 日（火） 13:00～17:00   

◆会 場：東京・麹町 「企業研究会セミナールーム」 

◆講 師：ナレッジマネジメントジャパン ㈱  代表取締役 / 与信管理コンサルタント 牧野 和彦氏 

【略歴】 

                   早稲田大学卒。米大手企業調査会社を経て、2000 年に現在の会社を設立。与信管理のコンサルティング 

や講演、執筆業務を行う。与信管理、債権回収、財務分析、海外取引などをテーマに過去 771 回の講演を 

こなし、受講者数は 18,000 名を超える。日本人で初めて National Collections & Credit Risk において 

講演した経験もある。 

【著書・訳書】 

『海外取引の与信管理と債権回収の実務』（日本実業出版社） 

『海外取引の与信管理と債権回収』（税務経理協会） 

『税理士・会計士事務所のための与信管理ガイド』（中央経済社） 

『海外取引でよく使われる与信管理の英語』（IBC パブリッシング） 

『これだけある！お金をかけずにマスターするビジネス英語』（中経出版） 

『ダンの企業審査入門』（日本経済新聞社） 

 

  
一般社団法人 企業研究会 セミナー事務局宛  FAX  03-5215-0951  

                            ＊当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からもお申込みいただけます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

*申込書にご記入頂きました個人情報は、本研究会に関する確認・連絡及び弊会主催のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 
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●受講料●１名〈税込み、資料代含む〉 

正会員 32,400 円 本体価格 30,000 円 

一 般 35,640 円 本体価格 33,000 円 

●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに FAX 

いただくか、当会ホームページからお申し込みください。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書を 

お送り致します。 

●申込書をＦＡＸにてご送信いただく際は、ＦＡＸ番号を 

お間違えないようご注意下さい。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な点に 

つきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただくこと

もありますので、ご了承下さい。 

一般社団法人企業研究会  
担当：村野  E-mail murano@bri.or.jp 
〒102-0083  

東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町Ｍ－ＳＱＵＡＲＥ２Ｆ 

TEL 03-5215-3550   FAX 03-5215-0951 



海外取引の与信管理と債権回収 
 

１．海外取引の与信管理と債権回収の基本 

（１）海外取引の与信管理の基本 

（２）不良債権が会社に与えるインパクト 

（３）海外取引の与信管理規定 

（４）遅延期間と回収率 

（５）Collection Agency の活用 

（６）なぜ、第三者が回収できるのか？ 

 

２．海外の信用調査レポートのポイント 

（１）輸出入権の有無 

（２）経営範囲 

（３）法定代表者 

（４）経営期限 

（５）格付けと与信限度額 

（６）銀行照会と取引照会 

（７）決算書の入手 

 

3．中国における与信管理のポイント 

（１）保護主義 

（２）支払は遅れるのが常識 

（３）中国の手形リスク 

（４）国内で一般的な決済条件 

（５）時効 

（６）契約上の注意点 

（７）営業担当者を活用した回収  

 

４．債権の保全と法的手段 

（１）海外取引の代表的な支払条件 

（２）ファクタリング 

（３）貿易保険 

（４）輸出取引信用保険 

（５）海外で訴訟する場合の注意点 

（６）ADR 

 

５．事例の検証とその教訓 

（１）日本企業のトラブル事例（韓国、インド他） 

（２）遅延債権の回収を進める上で重要なポイント 

 


